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　　伊豆市教育委員会からのお知らせ　「学校再編成は今」　　号外
　日頃より伊豆市における学校教育へのご理解ご協力ありがとうございます。伊豆市内では、好天に恵まれた中、４中学校で体育祭が、10の小学校で運動会が実施されました。応援ありがとうございました。

　さて、伊豆市教育委員会では、子供たちがよりよい学びができることをめざして、学校再編成計画を進めております。土肥地区では、これまでに６回の準備委員会を重ねました。また中伊豆地区では、9月24日に第１回目の準備委員会を実施しました。
　９月28日伊豆市定例教育委員会会議にて、土肥地区における新小学校の校名、中伊豆地区における新小学校の設置場所を決定いたしましたのでお知らせいたします。

[image: image2.emf]

この内容は、子どもたちを通じてお便りを保護者にお渡しするとともに、伊豆市ホームページにて公開しております。また該当地区の皆様や、市民の皆様には広報（１月ごと）を通じてお知らせすることでご理解していただけるよう努めております。

また、より多くの方々にできるだけ早くお伝えするために、新聞等報道機関に掲載していただくことがありますのでご了解ください。
土肥地区新小学校名･･決定！
７月に実施した伊豆市内から募集した200件88種類の校名を、８月６日、９月３日の準備委員会にて「土肥小」「伊豆土肥小」「伊豆海小」の３つに絞り込みました（広報10月号をご覧ください）そして、今回の教育委員会議で１つに選定しました。

新校名　伊豆市立土肥小学校

	選　　定　　理　　由

	· 同じ名前だと新しい学校という感が薄れるが、そうではなく、土肥・土肥南の両方を含めた土肥地区唯一の新しい学校という意味。
· 全国的にも有名ななじみ深い「土肥」という地名をつけることがふさわしい。伊豆市の中の土肥地区の学校という意味でも分かり易い。
· 同じ土肥小という呼び名ではあるが、新しい校章、新しい校歌を作成し「新生土肥小」としてスタートをすることが大切である。


中伊豆地区再編成準備委員会スタート
９月24日第１回目の学校再編成準備委員会を実施しました。はじめに自己紹介をする中で、それぞれ伝統ある三校が一つになるということについて、大見小統合時の児童として、自分が通った学校の卒業生として、よそから嫁いで子どもを通わせた母として、地域の一人の大人として・・・一人一人の複雑な思いを話していただきました。
次に、準備委員会の取りまとめ役として、関谷和雄さん、伊郷則弘さんを選出しました。

その後、校地の選定を考えながら、それぞれの地区の現状を踏まえた各校の課題について話していただきました。

	八岳小学校
	昭和48年新校舎建設。平成13年に特別支援学級設置（現在は休級）し、西側校舎を追加したが６学級対応である。児童数７８名６クラス。金管バンドや、一輪車クラブなど地域の方々が指導に携わっている活動がある。学校周辺の自然を生かした農業体験なども特徴的。

	大東小学校
	昭和60年新校舎建設、現在もきれいな校舎だが６学級対応である。児童数42名2・3年、5・6年が複式学級であるため４クラスである。地域の方々と協力した教育活動が特徴的である。運動会も、地域の方々が参加し行っている。沢口地区からバスで通っている児童が多い。

	大見小学校
	昭和48年八幡小と白岩小が統合し、２クラスを基本とした大見小となる。児童数262名。単学級が２学年あるため10クラスである。耐震工事済み。12クラスの収容は可能だが、少人数学習等のための予備教室は不足である。また、参観日等の行事のための駐車する場所が不足している。FBC花壇を中心に、花いっぱい活動が盛ん。


中伊豆地区新小学校設置場所決定　
９月28日の教育委員会会議において、上記の準備委員会での話し合いを踏まえて、中伊豆地区における新小学校の設置場所について検討しました。
１　校地は、現在の大見小学校の場所とする。

· 再編成したときに12クラス規模になる。現施設中では大見小の建物が適当である。（但し特別教室の不足など、改修の必要はある。）

· 面積的に1800㎡と最も広い校地を有している。

· バス通学の乗換えが少なく、より安全でスムーズな通学ができる。
　２　新小学校の開校期日は、平成23年４月１日とする。

· ３月25日の計画と同じである。大東小学校は、23年度新入生が極わずかになることが予想される。八岳小学校は後からの統合ではなく、中伊豆地区における新しい学校のスタートとして一緒に再編成した方がよいと判断した。

　校名等各課題については中伊豆地区再編成準備委員会で検討しながら開校までに決定していく。但し、校名については、再編成準備委員会での検討を経て、平成22年２月の教育委員会で決定する。（３月議会に提出予定）















